
じん肺は最古にして最大の職業病です。じん肺法が制定された1960年（昭和35）年から64年が経

過した現在もなお、毎年新たに200人前後の労働者（退職者を含む）が療養に専念せざるを得ない

最重症のじん肺と認定されています。厚生労働者の統計によれば、2022年（令和4）年度において

も、1,304人のじん肺優所見者が認定されています。また、新たに最重要じん肺患者と認定された

人は120人に達しています。 

そういった実情を踏まえ、事業主は、労働安全衛生法で定める労働災害防止のための措置を徹底

するとともに、快適な職場環境の実現と労働条件の改善を通じて、職場における労働者の安全と健

康を確保しなければなりません。労働災害のひとつである「じん肺」については、国において、粉じ

んの発生する職場で働く労働者を守るために「じん肺法」や「粉じん障害防止規則」等が施行されて

います。                   

 事業主の皆様におかれましては、じん肺被害をはじめとする粉じんを吸入することによって発生す

る健康被害から労働者を守るため、具体的な取組みとして、防塵マスクの着用などの安全対策の

徹底に努めていただくようお願いします。 


